

























































































































































                                                                          
2 早稲田大学国際教養学部の学生は，その背景により SP1～SP4に分けられている（SP は Study 













3．2 Satoru の事例――自己を捉えなおし，自己を語るプロセス 
◇活動の流れと Satoru のテーマの変遷 
2005年9月30日（金） 活動初日 （活動の説明） 










2006年1月17日（火） 対話報告 対話相手：友人3 





































































































































































資料⑥ 【2006年1月20日 最終稿 「対話」より】 
（略）僕が話す時に自信がないのは，言語の問題ではないと思った。今の
日本語のクラスやディスカッションのクラスなどで自分からの発言が少
ないのは，言語に問題を感じるのではなくて，自分が思っている内容，そ
れと自分自身に自信を持てないから，今の時点では多くは話せない。例え
ば，現在の IC6βの授業が自分の一番話せるフランス語で行われても，苦
労するとは思う。 
 
さらに，Satoru は活動当初「仕事」をテーマにレポートを書き始めたが，そのと
き「言語を使った仕事をしたい」と言っており，その理由として「言語が好きだか
ら」と言っている。そして，なぜ「言語が好きなのか」という問いに対しては，「言
語は自分の武器だから」というものであった。そして，ここで注目したいのは，そ
の問いに対するもうひとつの答えを対話で見つけたことである。「話すのが好き」
というのは，Satoru にとって，この活動をとおして発見された新しい自己であった。
「自信」について，こうした「言語と表現」との関係という視点からも，アプロー
チを試み，その考えの変化が上の（資料⑥）である。活動の前は，「自分の思って
いることを相手に伝わらなくても，それは言語の問題だからいいやと思っていた」
（2006年7月7日（金）活動後インタヴュー）とコミュニケーションをあきらめてい
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たのが，対話活動をとおして，言語の問題として片付けてしまうのではなく，自分
自身の「自信」という観点から捉えなおしを行なっている。 
 
4 考察および今後の課題 
以上，「総合活動型日本語教育（IC6β）」の受講生，Satoru が，活動をとおし
て，自己を捉えなおし，自己を語るプロセスを描き出した。そのプロセスにおいて，
Satoru は，「文化的アイデンティティ」，「自分らしさ」，そして「言語と表現の
関係」という視点から，「自信」という問題を捉え，他者との対話のなかで考えた
結果，自己の複層的なアイデンティティを発見し，それを認め，他者に向けて語っ
ている。また，他者に評価される「自分らしくない自分」を否定するのではなく，
一旦「自分」と認め，「自分らしく」変えていくという，「自己を捉えなおすプロ
セス」と自信を結び付けた。そして，そうした「自己を捉えなおすプロセス」は，
活動後の日常生活のなかでも，実践されていることが，活動後のインタヴュ （ー資
料⑧L5～7）で語られた。 
「話すことが好きな自分」を発見した Satoru は，活動を終えて「日本語で話すこ
とに自信がつきました」という実感を得，対話活動で「自分が考えていることを相
手に伝わること」の重要性に気づいたという。このように対話とレポート執筆の過
程で「自分が考えていることを相手に伝わる」ように考え，表現活動を重ねたこと
で，最終的に，自分自身に対する自信，日本語で話す自信を獲得したという自己評
価に至った。「自己を捉えなおし，自己を語る」活動を通して，「自分の考えを日
本語で伝える」こと，すなわち「言語と表現」の統合が，Satoru の自信に結び付い
たと解釈できる。 
 
資料⑧【2006年2月14日 活動後インタヴューより】 
Satoru：ほかの授業と比べては，そこまで，考えさせられなかったから。
この授業ではすごく考えさせられて。 
筆者：何を考えたのかな。 
Satoru：まっ，自分かな？自分に対して書いたから，自分が一番大きかっ
たですね。このレポートのおかげで，例えば，あとでテレビのニュースと
か見て，僕，こう思うなとか思うじゃないですか。この人はだめとか思っ
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て。でも，どうしてそう思うかって，だんだん考えるようになった。いつ
もじゃないけど。前は全然なかった。 
（中略） 
筆者：さっきこの活動をして，考え方が変わったっていって，自分に対し
て，問いかけることが増えたっていったんだけど，ほかにはありますか。
この活動の意義，意味みたいなものは。どんな意味があったかな？ 
Satoru：うん。やっぱり，もうちょっと自信がついたかな，話すことに。
日本語で話すことに自信がつきましたね。実感したのは，自分が考えてい
ることを相手に伝わることがやっぱりすごく重要だなって思って。やっぱ，
相手がわかんないと対話ができないと思って。まっ，そういうことをなん
か・・・もうちょっと自信つきましたねってこと。 
 
今回の活動を通して，Satoru をはじめ，何人かの学生は，帰属集団（○○人）へ
の同一化の問題についてアプローチを試みた。Satoru はこの問題に対して，当初ひ
とつの国や文化に帰属するアイデンティティを求めていたが，フランスと日本の両
方の文化を持っている自分を認めたいという結論を出した。しかし，担当者が直接
問いを投げかけたにもかかわらず，その場合の文化というものは何なのか，民族や
文化を固定的なものと捉えて，そこに自分のアイデンティティを帰属させる意味は
何かと言うところにまでは踏み込めなかった。また，同じ活動で，自分の国籍国で
ある日本にも，育った滞在国にも所属感を感じられない自分を「宇宙人」とし，ど
ちらにも所属しない「宇宙人」としての自分を認めるという結論をだした学生もい
た。彼もまた，では，「宇宙人」として自分はどのように生きていきたいのかとい
う自分の「生き方」，すなわち自分がどのようになりたいかといったアイデンティ
ティを表現するまでには至らなかった。このように，それぞれの受講生の受け止め
方，考えの質や深化の程度は異なるものの，ステレオタイプ的なイメージを差し向
けられやすい「帰国生」が，文化や○○人といった他者に規定される固定的なアイ
デンティティ，あるいは，それを自明なものとして内面化したアイデンティティを
捉えなおし，主体的に語りなおすことにより，「帰国生」という固定的な枠組みで
捉えられている表象に揺さぶりをかけたり，そこへ位置づけられたりすることに対
する「抵抗の資源」としてのことばを生み出す可能性を見出すことができるのでは
ないだろうか。 
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また，筆者は先に，集団カテゴリーへの同一化について捉えなおすことと連動し
て，自分の問題意識から自己を捉えなおし，語ることが，対人コミュニケーション
における「横断不可能な境界」を乗り越える方法となるのではないかという考えを
述べた。このような仮説は，こうした3ヶ月足らずのひとつの教室活動において検
証することは難しいことであり，教室内・外での，より長期的，縦断的な調査が必
要であるだろう。しかし，今回の Satoru が「自信」というテーマを中心に，自分
について考え，「こうなりたい」自分というものを他者に向けた主体的な語りは，
Satoru 固有のことばであり，画一的な表象を乗り越えたコミュニケーションを可能
にするものであると考える。 
さらに，Satoru はこの活動を通して，フランスと日本の二つのアイデンティティを
もつ自分，そして「自分らしくない自分も自分である」という自己の捉えなおしを
行った。ここで見られた「自分を認める」ということばは，自己肯定感ということ
ばに言い換えることが可能であろう。筆者は先に，日本語教育とコミュニケーショ
ン能力の関係について，「様々な背景をもつ他者と共生する社会において，集団カ
テゴリーを乗り越えて，自分の問題や考えを伝えたり，他者が語る問題を理解し（よ
うとし），関わり合い，共有するためのコミュニケーション能力をめざしたい」と
述べたが，佐藤（2001，pp.33-34）は，「共生」という概念について，「自己との
共生，他者との共生，そして環境との共生という三つの次元」から定義している。
そして「共生の基本は，多様な学びの中で，自己を知ることからはじまり，自己と
他者との関係を築いていくことである。自己への気づきは，個性を含めて自分の自
分らしさ，あるがままの自分を受け入れることであり，それは自尊感情や自己肯定
感へと結びつき，自己との共生が可能になる」としている。Satoru の事例から「自
己を捉えなおし，自己を語る」活動のなかに，「他者との共生」につながるだろう
「自己との共生」という意味も見出せるのではないだろうか。 
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